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JOI(ジョイ)プログラムとは

コーディネーターは何するの？

コーディネーターは、日本との交流の機会が比
較

的少ない米国の南部・中西部地域の大学や
日米

協会をはじめとする地域交流活動の拠点に派
遣

され、その地域の小学校から大学までの教育
機

関、図書館、コミュニティセンターなどを訪れ、
日本

人の生活ぶりや、伝統芸能、日本語など、日本
の

幅広い文化を紹介する活動を行います。

日米草の根交流コーディネーター派遣（英名
Japan Outreach Initiative: JOI）プログラム
は、米国の草の根レベルで日本への関心と理解
を深めることを目的に、地域に根ざした交流を進
めるためのコーディネーターを2年間派遣する事
業です。活動を通して日本の草の根交流の担い
手を育成するのも本プログラムのねらいです。
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―JOIプログラムは、国際交流基金日米センターと米国の非営利団体ローラシアン協会が2002年度より共同で実施しています―
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日米が共同で世界に貢献し、緊密な日米関係を築くことを目的として、1991
年に国際交流基金に設立されました。両国のパートナーシップ推進のための
知的交流と両国の相互理解を深めるための地域・草の根交流の2分野で交流
事業を行なっています。

「異なる文化を背景とする人々が協力し、意義ある国際交流環境を創造し
ていく」ことを基本理念に、1990年に米国イリノイ州に非営利法人として
設立されました。日米両国に事務所を設置し、国際教育・異文化交流教育に
主眼を置いたプログラムの企画・運営に携わっています。主にアジア・アメリ
カ・ヨーロッパ大陸間で異文化理解を深めるための教育プログラムや情報
の提供に関する事業を展開しています。
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JOIプログラム第10期コーディネーター　活動報告

http://www.jpf.go.jp/cgp/fellow/joi/

2年間の任期を終えた第10期（2011年8月～2013年7月）コーディネーター6名から、それぞれの活動体験談
を寄せていただきました。第1～9期の報告や今後の募集情報など、詳細はウェブサイトをご覧ください。

これまでの派遣先一覧

アメリカ合衆国アメリカ合衆国

派遣対象地域（南部・中西部）派遣対象地域（南部・中西部）

JOIプログラム

片岡 愛

庄嵜 由紀

中 博美

仲野 麻未

宮武 祐見

片岡 愛

庄嵜 由紀

中 博美

仲野 麻未

宮武 祐見

12期12期 バルドスタ州立大学

カルチャーオール

ウィスコンシン大学マディソン校東アジア研究センター

テネシー大学チャタヌーガ校

アラバマ大学タスカルーサ校

バルドスタ州立大学

カルチャーオール

ウィスコンシン大学マディソン校東アジア研究センター

テネシー大学チャタヌーガ校

アラバマ大学タスカルーサ校

小阪田 佳子

倉辻 厚子

久田 かおり

小阪田 佳子

倉辻 厚子

久田 かおり

1期1期 サウスイースト・オリガミ／スミス・アカデミー

中部テネシー州立大学日米プログラム

アラバマ日米協会

サウスイースト・オリガミ／スミス・アカデミー

中部テネシー州立大学日米プログラム

アラバマ日米協会

鈴木 丈夫

徳田 淳子

鈴木 丈夫

徳田 淳子

2期2期 アーカンソー日米協会

ミシシッピー・カレッジ

アーカンソー日米協会

ミシシッピー・カレッジ

高橋 祐子

福原 くみこ

横野 由起子

高橋 祐子

福原 くみこ

横野 由起子

3期3期 ジョージア日米協会

ケンタッキー日米協会

タルサ・グローバル・アライアンス
オクラホマ東アジア教育インスティテュート

ジョージア日米協会

ケンタッキー日米協会

タルサ・グローバル・アライアンス
オクラホマ東アジア教育インスティテュート

安藤 良子

田中 美樹

村田 有紀子

安藤 良子

田中 美樹

村田 有紀子

4期4期 ダラス／フォートワース日米協会

南部多文化センター

コスタル・カロライナ大学

ダラス／フォートワース日米協会

南部多文化センター

コスタル・カロライナ大学

織田 美千子

木谷 公子

小島 祥子

織田 美千子

木谷 公子

小島 祥子

5期5期 ベサニー大学

森上ミュージアム

アラバマ日米協会

ベサニー大学

森上ミュージアム

アラバマ日米協会

西脇 笑子

増田 環

松下 佐智子

山崎 和子

山田 悠花子

西脇 笑子

増田 環

松下 佐智子

山崎 和子

山田 悠花子

6期6期 ウェスタン・カロライナ大学

サンアントニオ日米協会

メンフィス大学国際プログラム＆サービスセンター

ハリファックス公立学校区

クロフト・インスティテュート
　・フォー・インターナショナル・スタディース

ウェスタン・カロライナ大学

サンアントニオ日米協会

メンフィス大学国際プログラム＆サービスセンター

ハリファックス公立学校区

クロフト・インスティテュート
　・フォー・インターナショナル・スタディース

荻島 光男

服部 聖

福崎 恵子

鈴木 和子

荻島 光男

服部 聖

福崎 恵子

鈴木 和子

7期7期 南フロリダ大学国際センター

ジョージア大学アジア研究センター

ケンタッキー大学アジアセンター

バージニア大学東アジア言語文学文化学部

南フロリダ大学国際センター

ジョージア大学アジア研究センター

ケンタッキー大学アジアセンター

バージニア大学東アジア言語文学文化学部

青木 真子

木幡 陽子

森下 佳南

吉本 道子

米倉 夏江

青木 真子

木幡 陽子

森下 佳南

吉本 道子

米倉 夏江

8期8期 ウェイク・フォレスト大学東アジア言語文化学部

アーカンソー大学フォートスミス校

ウェブスター大学

ウェスタン・ミシガン大学曽我日本センター

フィンドレー大学

ウェイク・フォレスト大学東アジア言語文化学部

アーカンソー大学フォートスミス校

ウェブスター大学

ウェスタン・ミシガン大学曽我日本センター

フィンドレー大学

佐藤 嘉ン奈

日高 夢

光林 瑠美

森 文彦

佐藤 嘉ン奈

日高 夢

光林 瑠美

森 文彦

9期9期 ミネソタ日米協会

アイオワ大学国際プログラム

バルパライソ大学

インターナショナル・インスティチュート・オブ・ウィスコンシン

ミネソタ日米協会

アイオワ大学国際プログラム

バルパライソ大学

インターナショナル・インスティチュート・オブ・ウィスコンシン

大野 麻未

熊代 智恵

鶴田 孝俊

星野 麻衣

松岡 愛美

山田 梓

大野 麻未

熊代 智恵

鶴田 孝俊

星野 麻衣

松岡 愛美

山田 梓

10期10期 グレーター・シンシナティ日米協会

テキサス大学サンアントニオ校東アジア・インスティチュート

ヒューストン日米協会

ネブラスカ大学オマハ校国際プログラム

ウォフォード・カレッジ

マーシャル大学

グレーター・シンシナティ日米協会

テキサス大学サンアントニオ校東アジア・インスティチュート

ヒューストン日米協会

ネブラスカ大学オマハ校国際プログラム

ウォフォード・カレッジ

マーシャル大学

乗上 恵里香

蓮井 頼子

湯田 晴子

乗上 恵里香

蓮井 頼子

湯田 晴子

11期11期 カンザス大学ローレンス校東アジア研究センター

イリノイ大学東アジア・太平洋研究センター

バージニア大学アジア・インスティチュート

カンザス大学ローレンス校東アジア研究センター

イリノイ大学東アジア・太平洋研究センター

バージニア大学アジア・インスティチュート
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大野　麻未

グレーター・シンシナティ日米協会グレーター・シンシナティ日米協会

大学卒業後、教員として働く。その間、青少年育成、国際
交流活動分野でボランティア活動に参加。日本のことを多く
の人に知って欲しいとの思いからJOIプログラムに応募。
オハイオ州シンシナティで活動を行う。

The Japan America Society of Greater Cincinnati
（オハイオ州シンシナティ）

　帰国前夜の日本語・英語カンバセー

ションテーブル。最後に YP（ヤングプ

ロフェッショナル）のみんなにお礼を

言ってからシンシナティを発ちたい、と

思っていたところ、30 人以上の方が集

まってくれました。派遣先であるグレー

ター・シンシナティ日米協会 (JASGC)

の YP グループが中心となって毎月実施

している会ですが、この 2 年の間には

コアメンバーが抜けたり、参加者が数名

しかいなかったりと、苦労した時期があ

りました。ですから、このように大勢の

方が日本語と英語で楽しく交流する場と

なり、感慨もひとしおでした。これもコ

アメンバーのローレンとキャットのおか

げと感謝しています。

　このカンバセーションテーブルを通じ

て、これまで JASGC の活動に参加し

たことがなかった方や、地元の大学で日

本語を学んでいる学生がボランティアと

して手伝ってくれるようになったり、友

達の輪を広げられたという話を聞いたり

することで、日本とアメリカの草の根レ

ベルでの交流が確実に広がっているのを

実感しました。また、JASGC 本体との

つながりも深まったことで、活動の認知

度が高まり、双方のイベントへの参加者

の範囲も広がりました。

　1年目の活動を終え、JOIコーディネー

ターとして残りの時間でどのような活動

を行っていくのか、と考えたとき目標と

したのは、私の帰国後も活動や交流が継

続できる「持続可能な日米交流」でした。

シンシナティには日本企業が進出してお

り、グレーター・シンシナティ（シンシ

ナティを中心としたオハイオ州南西部、

ケンタッキー州北部、インディアナ州南

東部）には多くの日本人の方が住んでい

ます。また、地域の大学では日本語や日

本研究も盛んです。他の JOI コーディ

ネーターの派遣地域よりも日本の認知度

は高く、また恵まれていると言えます。

しかし、着任した当初は、それぞれの組

織やグループが連携して何かを行う、と

いうことはあまりありませんでした。そ

のため、まずは私がいろいろなところへ

行ってつながりをつくる、そして、それ

ぞれをつなげていこうと思いました。

　学校訪問や図書館でのプログラムを通

して地域社会に日本についてのアウト

リーチを行うとともに、家族向けのイベ

ントや、日本語補習校や岐阜―シンシナ

ティ姉妹都市のイベントのお手伝いを通

して、日本関連の各グループとの連携を

高めました。

　その成果が出たと思うのは、ミュージ

アムセンターでのアジア文化祭です。前

年の日本ブースの成功を受け、今年度は

より広い場所の提供を受けました。姉妹

都市協会、折り紙や碁のグループ、大学

の日本クラブ、石巻プレイグラウンドプ

ロジェクト、地域の日本人家族をはじ

め、多くの方々にお手伝いいただきまし

た。日本の旅行案内、けん玉やお箸チャ

レンジなどのゲーム、日本語でのネーム

カード作り、折り紙のワークショップな

ど、様々な視点から日本紹介ができまし

た。また、今年度は子どもたちがボラン

ティアとして参加してくれたことで、よ

り一層活発な交流ができました。私のア

ウトリーチで日本に興味を持った子ども

たちの来場もありました。中には半日以

上折り紙テーブルに座り、ほかの子たち

に教えたり、新しい折り紙に挑戦したり

した子もいます。子どもたちが仲良くな

る力や異文化を受け入れる力というのは

すごいなぁ、と改めて認識しました。

　また、2 年目は、JASGC にアウトリー

チプログラムがあることが地域に広ま

り、1 年目に比べ学校訪問の数も増加し

ました。「日本人はスシだけじゃなく、

ハンバーガーやピザも食べるんだね」

「僕も同じゲーム持ってるよ」「地図で

は遠く離れた国だけど、日本とアメリカ

の生活にはたくさん共通点がある」「違

うこともいっぱいあって、おもしろい」。

子どもたちのキラキラした目や驚いた顔

を見たくて、どんなプログラムで紹介し

たら喜んでもらえるかな、と学校訪問が

楽しみでした。基本のプレゼンテーショ

ンを確立し、最後の 3 か月はほぼ毎回、

JASGC のスタッフやボランティアの方

に一緒に活動してもらったことで、今後

もアウトリーチ活動を続けていけるよう

になりました。このように JASGC を

中心とした日米交流が活発に行われる基

盤ができたことをうれしく思います。

　2 年前、初めてこの地に降りたったと

きには、文字通りゼロからのスタートで

した。日本とは勝手が違ったり、文化の

違いに戸惑ったり、不安になることもあ

りました。JASGC スタッフのカーラ・

ロマネリやキャロリン・バリックロー、

ホストファミリーや友達に助けられ、一

つずつ生活を築いてきました。仕事やボ

ランティアでお世話になったみなさん、

心の支えとなってくれた友達、乗馬やポ

ロクラブの仲間、アウトリーチ活動で出

会った人々やこどもたち。たくさんの人

たちとのかけがえのない思い出のあるシ

ンシナティは私の第二の故郷です。この

2 年間で築いた絆をこれからも大切にし

ていきたいと思います。そして、いつか

シンシナティを訪れ、日米の絆がさらに

深まっているのをみるのを楽しみにして

います。

YPグループとのお花見ピクニック

学校での日本紹介。誰でもプレゼンテーションが
できるようにプログラムを作成

アジア文化祭折り紙教室

野球開幕戦のパレードに姉妹都市協会と一緒に参加

Joi

2011年8月～2013年7月

第10期第10期
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熊代　智恵

テキサス大学サンアントニオ校 東アジアインスティチュート

大学卒業後、教育現場で3年間勤務後、JOIへの応募に至る。

The University of Texas at San Antonio East Asia Institute

　「日本語を通じて、人と人とがつな

がってほしい」という思いから始めた日

本語会話クラブの運営も、無事 2 年目

を迎えることができました。それもこれ

も、サンアントニオ在住の日本人ボラン

ティアの方々のおかげで、テキサス大学

サンアントニオ校では週 2 回、また、

他大学でも週 1 回会話クラブを始める

ことができたのです。学内の学生に限ら

ず、他大学で日本語を学習している学生

や日本に興味のある地域の方の参加者も

増え、当校は「Japan Town（ジャパ

ンタウン）」と呼ばれるようになりまし

た。夏期休暇中の会話クラブの開催の要

望も多々あり、また学期中参加すること

ができない地域の中高生も参加できたら

と思い、夏休み中にも通常通り、会話ク

ラブを行っています。中高生や地域の人

など、新たな参加者が加わり、日本語会

話クラブは益々活発になってきているこ

とと思います。

　私の帰国後も引き続き、会話クラブを

盛り上げてくださっているのは、日本人

ボランティアの方々です。日本語のみな

らず、日本で現在流行っていること、若

い人に人気のある物や言葉など、大学の

日本語の授業では学ぶことのできない

「今の日本」を共有していると同時に、

ボランティアの方々自身も「もっと学び

たい・知りたい」という彼らの思いに応

えようと、色々なアイディアを毎回会話

クラブへと、運んできてくれています。

　　「Savor Japan」という全 4 回シ

リーズのイベントも、国際交流基金の助

成金のおかげで、実施することができま

した。「生と死」が大きなテーマであり、

日本人がどのような思いで、死者を弔

い、生きること・人が成長していく過程

を祝福していくのかということを中心

に、日本の文化・行事・習慣等を交えて、

多くの参加者と学びあうことができまし

た。また、大学生を中心に結成した「ソー

ラン節チーム」では、様々な国籍の学生

たちが集まり、1 年間で計 4 回も踊り

を披露する機会に恵まれました。独特の

雰囲気のあるソーラン節を地域の人々に

見てもらえたと同時に、お互いをあまり

知らなかった学生たちが、いつの間にか

一つの日本チームとなり、たくさんの笑

顔で練習している姿を見ることができた

ことが、何よりの宝物です。

屋台も、盆踊りも大成功！！会場は、子

どもから大人まで、様々な国籍の方の笑

顔であふれかえっていました。

　2 年目の学校訪問では、日本の文化だ

けではなく、文化の奥にある日本人の心

も感じられるよう、授業の中に色々な要

素を積極的に取り入れていきました。特

に依頼の多かった図工の授業での書道の

紹介。クラス中が静まり返り、児童・生

徒一人一人が机の上にある一枚の紙一点

を見つめて、真剣に字を書く姿は、とて

も微笑ましい光景でもありました。今ま

でに一度も、図工の授業で作品作りに参

加したことがなかった児童が、書道の作

品を書き上げたことがありました。日本

の何かが、書道の何かが、児童の心を動

かしたのではないかと考えると、JOI の

活動は、本当に意味深いものだと感じず

にはいられませんでした。

　図書館、病院や地域での活動、そして

日米協会での活動も含め、1 年目があっ

たからこそ、2 年目はより広く深く、行

うことができたと思います。特に 2013

年はサンアントニオ市と熊本市との姉妹

都市 25 周年記念イベント等、大きなイ

ベントもあり、新たな課題や試みにも挑

戦することができたことは、2 年目だか

らこその結果だと思います。

　どこにいても誰かに支えられていると

いう温もりを感じながら、サンアントニ

オで出会う人、一人一人から受け取るパ

ワーを素に、2 年間、様々な経験をする

ことができました。ここでの 2 年間は、

一瞬一瞬がとても大切なものであったこ

とは言うまでもありません。同時に、出

会った人、一人一人との何気ない世間話

や日本を通じた交流そのものが、「お互

いのことをもっと知りたい」と相互に学

び合おうとする姿勢 ＝ 人と人とのつな

がりを強くしていくことの原点であっ

た、と考えています。

　日本語サークルも結成 2 年目となり、

「夏祭り」を開催しました。まず、日本

のお祭りには欠かせない屋台なのです

が、どうやって屋台を切り盛りしてくれ

る人を見つけられるかが、祭り自体の実

施の有無を大きく左右していた問題でも

ありました。そこで、一番に心に思い浮

かんだのは、2 年間日米協会を通じて出

会ってきた人々です。大きな機材の搬入

作業、準備や後片づけ等について考える

と、屋台の運営を引き受けてもらうこと

は困難だろうと思っていました。しか

し、「いいよ」「IIYO」とメンバーが笑

顔で引き受けてくれた、あの瞬間のこと

を私は今でも忘れることができません。

　日本で生活をしていたら気づくことの

できなかった、人と人とのつながり、そ

して草の根レベルで地域の人々と共に、

日本を感じていきたいという同じ思いを

もった人々の協力とその優しさに、私は

言葉には表すことができない、温かい気

持ちで一杯でした。食べ物の屋台は大成

功、そしてお祭りに欠かせないゲームの

Savor Japanの第3回目のイベント 祝儀袋と水引作り

サマーキャンプ
子供たち一人一人が「さくらさくら」の演奏に挑戦

スタディツアー：日本研修旅行で熊本県を訪問

小学校で書道の紹介

Joi
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　鶴田　孝俊

ヒューストン日米協会ヒューストン日米協会

40年近い銀行勤務を終えた、団塊の世代の一員。アメリカと
欧州に駐在経験あり。とはいえ、アメリカは少年時代に見た
ＴＶドラマ「名犬ラッシー」以来、いまだに憧れの地。アメリカの
若い世代の一人ひとりに語りかけ、日本に親しんでもらおうと
それまでとはちょっぴり違う人生の冒険に取り組んできた。

The Japan-America Society of Houston (JASH)
（テキサス州ヒューストン）

　アメリカでの二年間の JOI 活動を終

えた今、一番強く思い出すのは、自分の

プレゼンテーションに参加し、熱心に聞

いてもらった人たちの輝いた目です。そ

の多くは小学生から高校・大学に至る学

生の皆さんを中心に、保育園児からシニ

ア層に至るまで、テキサスに住む地元の

皆さんでした。多くの場合一回限りの一

時間前後のプレゼンにすぎませんでした

が、個人としての触れ合いを通して、何

かしら日本に対する興味や好意を感じて

いただけたように思います。

  プレゼンはできるだけ少人数で、20

人からせいぜい 50 人くらいを相手にす

るようにしましたが、大抵は質問攻めに

なりましたし、わずかな時間を見つけて

折り紙に割くと、間違いなく沸き立って

大はしゃぎになりました。日本での学校

生活や、日本の四季の美しさや季節感、

あるいはお茶やお花といった日本の伝統

文化など、どんなテーマにも旺盛な好奇

心を見せてくれました。

　この二年間は個人的にも、楽しく充実

の二年でもありました。これまでほぼ

40 年も企業人として働き詰めでした

が、アメリカの人たちと、そして世代が

異なる、企業以外の市井の人たちと交流

しえたのは、言葉以上に感動的な体験で

した。学校訪問以外にも、ジャパンフェ

スティバルや様々なイベントを共同して

行いましたが、そこで出会った仲間たち

との交流も、人生の大きな 1 ページを

作ってくれました。  

　活動の基本は二年目も学校訪問などの

アウトリーチ活動であることに変わりは

ありませんでした。学期の初めに各校に

網羅的にメールを出して自らを売り込み

ました。その後の先生との打ち合わせの

中で、先生の持つすべての学年のクラス

とか、場合によっては全校の生徒に十数

クラスもプレゼンテーションを行うとい

う了解に達したこともありました。

　アメリカの生徒は確かに物怖じしない

で反応がいいのですが、クラスによって

はシャイであったり、初めての日本人の

おじさんをしげしげと見つめたり、様々

です。でも何かしら日本を知っていて、

プレゼンをするにつれて興味を広げてく

れるのが表情に現れると、これほどうれ

しいことはありませんでした。

　

学校との接点が広がってくると、日本舞

踊を見せてほしいとか、書道を教えてほ

しいとか、具体的な依頼が来るケースも

増えてきました。特に学校のインターナ

ショナルデーとか、各国文化の多様性を

理解する週間とかがあると、一人では間

に合いません。こんな時は日本人女性の

グループや太鼓のチームなどとタイアッ

プして、一緒に出掛けることも少なから

ずありました。

  アウトリーチ活動はほかにも、ライブ

ラリー、ロータリークラブなどにも及び

ました。アメリカのライブラリーは数も

多く、様々なイベントプログラムをやっ

ています。しかし幼児から高齢者まで幅

が広く、場に合わせてのアドリブに汗を

流したことが少なくありません。ロータ

リークラブはいつも思いもよらない質問

が飛び出してきましたが、日本の少子高

齢化の展望とか、日本のエネルギー政策

など、大人の議論ができたのは楽しみで

もありました。ほかにアルツハイマーの

デイケアセンターにも数か月にわたって

毎月訪問しました。

　

　継続的なアウトリーチ活動を行ったの

は大学です。日本に関心を持つ学生を中

心に、みんながいろんな企画に乗ってく

れました。ヒューストン市内の主だった

大学とはそれぞれにパイプができ、日本

語お喋り会を立ち上げたり、ある大学で

は連続日本映画会を行いました。ほかに

も書道をやったときは、写真のように初

めてでもいきなり難しい字を書いてしま

う意欲と好奇心には、感心してしまいま

した。

　

　ほかにビッグイベントと言えば、二日

間で 3 万人近くの市民が参加するジャ

パンフェスティバルが、今年も 4 月に

市内の日本庭園を中心に行われ、また日

本語スピーチコンテストがヒューストン

地区大会、テキサス州大会と 2 月、3

月に行われました。いずれもヒュースト

ン日米協会が中心となったイベントで、

長い準備期間を経てそれらが終わった時

の感激は言葉に言い表わせません。特に

ジャパンフェスティバルは、アジア系の

住民が数十万人と言われる中で 3 千人

に満たない日本人コミュニティ挙げての

イベントであり、多くの市民に親しまれ

てきたことは、大きな喜びでした。

　二年目にはヒューストン日米協会が

久々に資金調達を目的としたゲーラ・

パーティを行い、その中で着物ショウと

アジア各国の民族衣装のショウを担当し

たのも、忘れられないイベントでした。

日本の存在感を、ヒューストンの主だっ

た人たちにアピールできた大きな機会で

もありました。

　いま手元に、訪問した学校の小学生が

後日送ってくれた手作りのサンキュー

カードや、間違いがそのままのスペルで

書いた感想文などがあります。これらは

2 年間の貴重な思い出であり、JOI の修

了証書ではないかと思います。最後に、

これまでにアメリカで出会ったすべての

人たちと、今年で 12 年目になる JOI

プログラムを連綿と実施してこられた国

際交流基金日米センターとローラシアン

協会に感謝します。

学校訪問したあるクラスで（小学校）

日本人女性のグループと一緒に行った
華道のデモ（中学）

書道のデモンストレーション（大学）
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星野　麻衣

ネブラスカ大学オマハ校  国際プログラムネブラスカ大学オマハ校  国際プログラム

大学時代に留学中、国際交流に関心を持ちJOIへの
応募を決意。

University of Nebraska at Omaha, 
     International Studies & Programs
（ネブラスカ州オマハ）

　ネブラスカ州オマハ市のネブラスカ大

学で過ごした 2年間は、気づけばあっと

いう間に過ぎてしまうものでした。2 年

前、初めて派遣先を聞いたときは聞いた

こともない州に最初は戸惑いました。イ

ンターネットなどでネブラスカ州の情報

を仕入れ、そのうちアメリカの中西部に

位置し、穀物や畜産物を提供する農業州

として知られていることを知りました。

  派遣されてからの 1 年間は様々な事に

慣れることで精いっぱいでしたが、そん

な生活も 2 年目を迎えると、気持ちに

余裕ができて、多くのことを学んだり、

経験したり、楽しんだりすることが出来

ました。

  そんな 2 年目の生活は、姉妹都市であ

る 静 岡と の交流から始まりました。

1965 年から姉妹都市国流を続けてい

るオマハ市と静岡市。とても深い絆で結

ばれた両市は、現在も交流を深め、静岡

市からも毎年多くの学生がオマハ市に

やってきます。また、学生だけではなく、

静岡の学校で教師をしている先生方が今

年の夏はいらっしゃいました。1 週間ほ

どの滞在でしたが、彼らが不自由なく生

活できるようサポートし、一緒に多くの

小学校・中学校・高校を巡りました。

　昨年同様今年も開催された日本祭。飲

食物を販売したり、折り紙を教えたり、

習字を教えたりと様々な日本文化を体験

できる貴重なお祭りです。子供から大人

まで、多くの方が来場し、アメリカ人だ

けでなく、オマハに住む日本人も、お互

いの交流を楽しめる日となりました。ま

た、大勢の地元の方々がボランティアと

して参加・協力をしてくださいました。

多くの人々が協力しあうことで計り知れ

ない大きな力が生まれます。さらにボラ

ンティア同士の絆も深まりとても有意義

なものとなりました。

　今年も多くの学校でプレゼンテーショ

ンをする機会がありました。その中でも

特に人気だったのが、やはり習字や折り

紙です。どの学生も実際に作業を始める

と、皆集中して習字を書き、折り紙を折

り始めていました。何よりも、先生たち

が学生以上に真剣に取り組み、誰よりも

異文化を知りたいという熱意にあふれて

いました。中には、地元のコミュニティ

の方々がプレゼンをする際にボランティ

アとして協力をしてくださいました。み

んなと協力して行うことによって、いつ

も以上に参加している全員が楽しめるも

のとなりました。

　大学でもプレゼンテーションをさせて

もらえる機会を頂き、教授が希望する日

本のトピックについて話しました。そん

な大学でのプレゼンの機会を通じて知り

合った教授と、日本研究の知識をさらに

深められるよう訪日研修を企画しまし

た。日本でどんな授業を聴講できたら学

生は日本に関する知識を増やせるか、ど

んなことを体験出来たら日本文化を理解

してもらえるか等、様々な事を含めて日

程等を調整しました。調整をすすめる上

で、様々なトラブルもありましたが無事

にスタディーツアーを開催できました。

今回参加した 9 名ともにみな初めての

日本滞在で、多くのことを学んだと思い

ます。静岡姉妹都市協会のご協力のおか

げで、学生たちは数日ではありました

が、静岡市でホームステイを体験するこ

ともできました。さらに静岡大学などで

は、静大生と交流する機会もあり、日米

の両学生が絆を深めることもできたと思

います。

　中西部に位置するオマハ市というとて

ものどかで平和な地域で、たくさんの友

人を作ることもできました。2 年間の滞

在中は大学寮に住んでいましたがルーム

メイトはカザフスタン人とアメリカ人。

特に、日本にいたらなかなか会う機会が

ないような同世代のカザフスタン人と、

2 年間暮らすことができたことも、私に

とって非常に良い経験となりました。お

互い自分の国の料理を作って一緒に食べ

たり、言葉を教えあったり、日本にいた

らできないような暮らしをし、楽しく過

ごせました。

　さらに、2 年間の生活を通じて知り

合った家庭で家族同様の付き合いをして

もらえたことも、私にとっては非常に有

意義な事でした。その方からは、私自身

が多くのことを学ばせていただきまし

た。口癖のように、「困ったときはお互

い様よ」といつも言って、どんな時も私

は彼女と彼女の優しい旦那様、娘さんに

助けて頂き、家族同然のような付き合い

をさせていただきました。ハロウィン、

サンクスギビング、クリスマスなど、ア

メリカの家庭で行うようなアメリカの文

化を体験できたことは今でも忘れられま

せん。私が異なるアメリカの文化を学ん

で楽しめたように、アメリカで日本文化

を学んでいただいた方々に、同じような

楽しさを味わってもらえたのではと思う

と、非常にうれしくなります。また、私

も彼女のように、「困ったときはお互い

様」という言葉を自然に使えることが出

来ればと思います。

　活動を終えた現在は、私の活動と生活

を支えてくださった多数の方々への感謝

の気持ちでいっぱいです。2 年間、多く

の人から「ありがとう」と言ってもらえ

たことは、私の宝になりました。そして、

このような貴重な機会を与えてくださっ

た国際交流基金日米センターとローラシ

アン協会、ネブラスカ大学、オマハ姉妹

都市協会、さらにオマハ市で出会ったす

べての関係者にこの場を借りて、御礼を

申し上げ、私の 2 年目の体験記を締め

くくりたいと思います。本当にありがと

うございました。

学校訪問

募金活動にて

日本祭にて

Joi
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松岡　愛美

ウォフォード大学

オーストラリア留学を機に、海外で働くことに興味を持つ。
大学卒業後、日本語教師養成講座を受講。タイのタマサート
大学や日系企業で日本語講師としての経験を積む。
帰国後、日米の架け橋になりたいと思い、JOIに応募。

Wofford College
（サウスカロライナ州スパルタンバーグ）

　2 年間の JOI の活動は、風のように

あっという間に過ぎていきました。今で

もスパルタンバーグに到着し、緊張と期

待で胸がいっぱいになった時のことを鮮

明に思い出します。

　2 年間の活動は、学校や地域コミュニ

ティー訪問、留学生への学校訪問指導な

どアウトリーチを中心としたものから、

日本食や映画、日本世界遺産パネル展示

会や三味線コンサート等の日本イベント

の主催、地域のインターナショナルイベ

ント参加や派遣先のウォフォード大学の

学生の為の日本研修旅行計画及び引率な

ど、多岐に渡りました。2 年目はサイト

訪問も続けながら、より多くの人々にア

ウトリーチする為、イベントを中心に活

動していきました。その中でも特に思い

出深い 2 つの活動を紹介します。

　一つ目の活動は、スパルタンバーグで

毎年 10 月に開催される Spartanburg 

International Festival での日本ブー

ス出展です。街のイベントの中でも特に

大きなお祭りで、スパルタンバーグの総

人口約 3 万 7 千人の内、約 1 万人の人々

が訪れます。このお祭りに日本ブースを

出展するというのが、活動当初からスー

パーバイザーと掲げてきた大きな目標の

一つでした。スパルタンバーグ在住の日

本人の方々だけではなく、隣町のグリー

ンビルの日本人の方々にもご協力いただ

けることになり、当日は日本、合気道、

そして弓道の 3 つのブースを出展しま

した。

　日本ブースでは日本の工芸品の展示、

おりがみコーナー、そして東北地方に向

けてのメッセージコーナーを設けまし

た。特におりがみコーナーは、急遽新た

なテーブルを設置しなければならない程

大盛況でした。ブースの他にメインス

テージで合気道と弓道デモンストレー

ション、また観客の方との距離が近いス

テージで、盆踊りの披露を行いました。

盆踊りパフォーマンスでは観客の方に炭

坑節のレッスンを行い、終わりには観客

の方々にも踊りの輪に加わっていただき

ました。

　スーパーバイザーには「同時に様々な

計画を立て、実行する意志に感銘を受け

たわ」と褒めていただきましたが、全て

はご協力くださった皆様のご支援の賜物

です。地元紙にも日本の参加を掲載して

いただき、日本のコミュニティーがすぐ

近くに存在し、地元の方々との交流を望

んでいるということを伝えることができ

ました。非常に大きなお祭りですが、「人

と人との交流第一」をモットーに、地域

の方々と日本の方々が直接交流すること

のできた良いイベントになったと思いま

す。今年も皆様に活動を続けていただけ

る予定です。

　二 つ 目 の 活 動 は Japan Interim 

Trip です。ウォフォード大学では、毎

年 1 月に Interim という通常の勉学で

はなく、体験型学習を中心とする学期が

設けられています。その中でも Interim 

Trip は人気があり、毎年多くの学生が

教授と共に海外研修へ出掛けています。

合気道 Interim からお世話になってい

る教授と再タッグを組み、出発の 1 年

前から日本研修旅行の計画を始めまし

た。計 11 名の学生が参加することにな

り、出発 1 週間前からサバイバル日本

語やマナー講座を行いました。

　東京、名古屋、京都、広島への 2 週

間の旅は、ただの観光では経験のできな

い、人と人との触れ合いに重点をおいた

特別な旅になるよう心がけました。中で

もホームステイは大好評で、皆今でもホ

ストファミリーと連絡を取り合う程の素

晴らしい関係を築いていました。初めは

「ホストファミリーに失礼にならないよう

にしなくては」と緊張したり、言葉の壁

でコミュニケーションが取れるのか心配

したりしていましたが、皆アメリカの良

さを伝え、日本とアメリカの友好の懸け

橋を結んでくれました。大雪に見舞われ

るハプニングもありましたが、生涯忘れ

ることのない素晴らしい時を過ごすこと

ができたと思います。この研修では、旅

の日程からホテルや航空券予約、ツアー

やアクティビティの決定、会計、ツアー

コンダクターまで全て担当させていただ

きました。計画当初から研修終了まで平

坦な道ではありませんでしたが、非常に

やりがいのある、貴重な体験をさせてい

ただきました。

　JOI の日米草の根活動の初めから終わ

りまで、サウスカロライナにいらっしゃ

る人々、そして国際交流基金及びローラ

シアン協会の皆様の温かなサポートに支

えていただきました。JOI プログラムの

素晴らしい点は、日本紹介を通して、日

本を身近に感じてもらえるよう活動する

だけではなく、コーディネーター自身が

アメリカの人々に囲まれ、文化や慣習を

学び、経験できることだと思います。出

会うことのできた方々、この 2 年間は生

涯の宝物です。今度は日本であまり知ら

れていないサウスカロライナについて、

日本の方々に紹介し、少しでも恩返しが

できたらと思います。

　JOI コーディネーターとしてスパルタ

ンバーグで活動することができたのは、皆

様のお陰です。コーディネーターとしての

任期は終了しましたが、引き続き日本とア

メリカのより良い関係の為に活動を続けて

いきたいと思います。アメリカと日本の

方々の交流の輪が広がり、日米間の理解が

より深まるよう期待しています。
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山田　梓

マーシャル大学

ニュージーランドの高校を卒業後、日本の大学に進学。
法律と国際関係論を勉強し、卒業後は民間企業に就職したが、
国際貢献への夢が諦めきれずJOIへの応募を決意。

Marshall University
（ウェストバージニア州 ハンティントン)

　JOI コーディネーターとしてアメリ

カ・ウエストバージニア州で私が過ごし

た時間は、日本では得がたく、私の人生

に大きな意味のある 2 年間となりまし

た。米国の中でも決して大きな都市では

ないハンティントンには、小さな街のよ

さがありました。街の人一人一人の顔が

見えて、声が聞こえる距離感は、大都市

にはない魅力です。イベントの翌日に、

参加者の方とばったりとスーパーマー

ケットで会って、そのまま立ち話を 30

分してみたり、日本語教室の参加者が実

は友人の親戚だったり。人との距離が近

く、笑顔があふれるそんな素敵な環境

で、2 年間活動をさせていただけたこと

に誇りを感じています。

　私の 2 年目の活動の目標は、1 年目

に築いた国際交流の土台をさらに強い絆

に変えていくことでした。そのために私

が常に意識していたことは「自分と相手

と世界の距離を縮めること」でした。「日

本から来ました」というと、多くの人、

特に子どもたちが「遠くから来たんだ

ね」と、母国を離れた私を気遣ってくれ

ました。しかし、実際飛行機を使えば日

本からアメリカは 13 時間ほどで着きま

すし、インターネットや情報テクノロ

ジーが発達した今、それほど距離を感じ

ることもありません。何より、彼らが

思っている「日本」よりもずっと、日本

には「アメリカ」があります。食べ物、車、

ファッション、ドラマだって入ってきて

います。そのように世界をまだまだ「遠

い」存在だと思わず「身近にあるもの」

だと思ってもらうことが目標でした。

2 年目の中でも、強く印象に残っている

活動がふたつあります。一つは、夏休み

に日本語イマージョンキャンプにメイン

のインストラクターとして携わらせてい

ただいたことです。約 90 人以上の参加

者の中で、日本語が話せる子どもはほん

の数人という状況の中、全てが日本語で

行われました。はじめは日本語ばかりの

「異文化」の雰囲気に適応できず、泣い

てしまった子どもたちも、最終日には

すっかり笑顔で、帰り際には「来年も絶

対に参加する！」との嬉しい言葉を残し

てくれました。朝登校して、みんなでラ

ジオ体操をして、日本語の授業を受け

て、お昼ご飯も日本食、休み時間の遊び

も日本の遊び・・・大人だって尻込みす

るような状況で、子どもたちは生の異文

化をその身体全体で感じてくれたことだ

と思います。

また、主催者側の私たちにとっても、言

葉の壁を軽く乗り越え、異文化を目一杯

楽しむ子どもたちを見ることで、私たち

の目標とする「異文化交流」が理屈や、

教科書上の勉強ではなく、私たちの異文

化を楽しむ心一つで進められることだと

実感させられるキャンプでした。

　もうひとつ、この 2 年間で一番大き

な活動は「絆プロジェクト」でした。東

日本大震災からの復興のため、青少年交

流を通じて、日本再生に関する外国の理

解を推進することを目的として立ち上げ

られたこのプロジェクトに、アメリカ側

として日本語を教える地元の高校 2 校

の引率者として参加しました。23 人の

アメリカ人高校生と日本に約 2 週間滞

在し、テレビやインターネットではな

く、その目で見る本物の日本を体験して

きました。その中でも特に、被災地訪問

では実際に震災を体験した皆さんとふれ

あい、その生活を見ることで、彼らの「日

本」への接し方が変わったと思います。

「震災＝悲しい」というイメージばかり

が先行していた出発前とは違い、その悲

しみを乗り越えて笑顔で頑張るその姿を

見て、日本の復興を願い、その手伝いを

していきたいと参加者の高校生が言って

いました。23 人中 22 人が生まれて初

めてパスポートを手にして、皆と結束し

て飛び出した初めての日本。彼らが見た

世界が「遠い」ものなのか「近い」もの

なのかは分かりません。しかし、ホスト

ファミリーや、日本からウエストバージ

ニア州を訪問した日本人高校生と現在も

続く交流を見ると、このプロジェクトを

通して彼らは、世界への第一歩を踏み出

したのだと実感しています。

　2 年間の活動を通して絶えず「ありが

とう」の言葉を皆さんからいただきまし

た。そして、その言葉を原動力として私

もここまで頑張ってくることができたの

だと、任期を終えてしみじみと感じてい

ます。現在私は、大学の専攻とこの活動

での経験を活かして「市民協働による国

際的なまちづくり」の実現を目標にして

います。ウエストバージニア州を離れ、

今後活動の場は変わってしまいますが、

この目標の実現によって、きっと世界が

もっと身近に感じられ、いつかまた私と

ウエストバージニア州が繋がる日も来る

と思っています。

　最後に、私に、ウエストバージニア州

で JOI コーディネーターとして働くチャ

ンスを与え、温かいご支援をくださった

国際交流基金、ローラシアン協会、マー

シャル大学、そして、この活動を通して

出会えた全ての方にこの場を借りて心よ

り感謝申し上げます。

寿司レッスン

日本語サマーキャンプ　朝の会

マーシャル大学関係者

絆プロジェクト　気仙沼大島の民宿

Joi
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